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都道府県・政令市・中核市

１　景観法の制度概要

景観法第８条（条文抜粋）

・・・景観計画は、・・・都市計画区域又は…に
ついて定めるものにあっては、・・・都市計画
に関する基本的な方針に適合するもので
なければならない。

景観行政団体（景観法に基づく大部分の事務の実施主体）

その他の市町村

景観法：平成16年制定

すべて

定めることができる

都道府県と協議した場合

景観計画
※景観計画に定める事項（努力規定を含む）

○景観計画の区域

〇良好な景観の形成に関する方針

○良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項　（景観形成基準）

○景観重要建造物又は景観重要樹木の指定方針　など

（本市では、札幌市景観条例に基づきこの他の事項も計画に定めている）

（第8条）

○届出制度により誘導（景観形成基準に適合しない場合は設計変更等を勧告できる）

○景観重要建造物等の保全（現状変更に対する許可制）　など

具体的な取組

都市計画マスタープランに適合

※景観法第9条（条文抜粋）

…景観計画を定めようとするときは、都市計画
区域…に係る部分について、あらかじめ…当該
市町村都市計画審議会の意見を聴かなければ
ならない。

…景観計画の変更について準用する。

⇒都市計画審議会で意見聴取
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４　札幌市景観計画(案)のポイント

全市共通の景観形成基準に、それぞれのゾーンの特性や役割に応じて細分化が必要な項目を追加し、きめ細かく建築物や工作物を誘導

＜各ゾーンの範囲＞

・都心ゾーン：第２次札幌市立地適正化計画に定める「都心にふさわしい高次な都市機能誘導区域」の範囲

・一般市街地ゾーン：市街化区域のうち、他のゾーン以外の範囲

・山地のみどりと近接するゾーン：市街化区域のうち、南西側市街化調整区域に接する一部の範囲

・工業地・流通業務地ゾーン：第３次都市計画マスタープランに定める「工業地・流通業務地」の範囲

市域一律

現計画 計画（案）

②きめ細かな景観誘導

市街化区域内を４つに区分（以下「ゾーン」という。）し、区分に応じた景観形成基準を新たに追加
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